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会
員
の
皆
様
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
い
よ
い
よ
碩
心
会

創
立
80
周
年
を
迎
え
る
年
と

な
り
ま
し
た
。
80
周
年
を
前

吟
を
楽
し
む
心
」
を
育
み
、
健
康
第
一
に
頑
張
っ
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

記
念
大
会
で
は
構
成
吟
に
は
全
員
が
出
吟
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
各
自
教
場
等
で
練
習
に
励
み
精
一
杯

吟
じ
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
10
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
番
組
で
「
腹
式

呼
吸
」
は
横
隔
膜
の
活
発
な
運
動
を
促
進
し
、
肺
機
能

を
活
性
化
し
大
変
健
康
に
良
い
と
云
う
内
容
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
呼
吸
は
吸
う
時
は
一
瞬
だ

が
、
吐
く
時
は
出
来
る
だ
け
長
く
と
の
説
明
に
、
ま
さ

に
我
が
意
を
得
た
り
と
「
ガ
ッ
テ
ン
」
し
た
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
存
知
の
通
り
、詩
吟
は
長
生
き
、健
康
維
持
に
打
っ

て
付
け
の
趣
味
で
す
が
、
詩
吟
が
好
き
に
な
ら
な
い
と

永
続
き
は
し
ま
せ
ん
。
声
を
出
す
ば
か
り
で
な
く
、
漢

詩
や
和
歌
・
俳
句
等
の
意
味
や
時
代
背
景
等
を
調
べ
て

楽
し
む
、
ま
た
自
身
で
作
詞
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
楽
し

み
方
は
色
々
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
詩
吟
を
楽
し
ん
で
付
き
合
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

に
し
て
、
一
昨
年
よ
り
こ
こ
数
年
逓
減
し
て
い
る
会
員

数
を
〝
２
０
０
名
以
上
に
戻
そ
う
〟
の
目
標
を
掲
げ
、

こ
れ
を
達
成
し
た
う
え
で
来
る
５
月
21
日
（
日
）
の
記

念
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
も
の
と
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

お
陰
様
で
現
在
会
員
数
は
２
０
０
名
に
は
及
び
ま
せ

ん
が
１
９
４
名
と
な
り
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ
退
会
者

の
あ
る
中
で
10
名
以
上
の
増
員
と
な
り
、
近
々
更
に
新

規
加
入
者
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
ま
こ
と
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
こ
れ
か
ら
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
私
た
ち
の
目
標
で
あ
る
「
会
員
増
強
」、「
吟
技
の

向
上
」、「
会
員
相
互
の
融
和
」
に
精
進
す
る
と
共
に
「
詩
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碩
心
会
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

会
長　

上
村 

岳
章

行
事
予
定

碩
心
会
皆
伝
会
吟
の
集
い

　

日
時　

２
月
25
日
（
土
）
開
会
10
時

　

場
所　

葉
山
港
管
理
事
務
所
３
階

相
州
岳
風
連
合
吟
道
講
座

　

日
時　

３
月
５
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
市
民
プ
ラ
ザ（
横
須
賀
市
）

全
国
認
可
団
体
代
表
吟
道
大
会

　

日
時　

３
月
12
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

日
経
ホ
ー
ル
（
東
京
・
大
手
町
）

第
５
回
尚
歯
会
全
国
吟
道
大
会

　

日
時　

３
月
23
日
（
木
）
開
会
10
時

　

場
所　

日
本
教
育
会
館
（
東
京
・
神
保
町
）

俳
諧
歌
講
習
会

　

日
時　

３
月
28
日
（
火
）
開
会
13
時

　
　
　
　

３
月
29
日
（
水
）
開
会
９
時

　

場
所　

木
村
岳
風
記
念
館
（
諏
訪
市
）

春
季
審
査
会

　

日
時　

４
月
１
日
（
土
）
開
始
９
時
45
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

神
静
地
区
吟
詠
大
会

　

日
時　

４
月
29
日
（
土
）
開
会
10
時

　

場
所　

三
島
市
民
文
化
会
館
（
三
島
市
）

碩
心
会
創
立
80
周
年
記
念
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
21
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

創
立
80
周
年
記
念
大
会
・
会
員
懇
親
会

　

日
時　

５
月
27
日
（
土
）
開
会
13
時

　

場
所　
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・
さ
ざ
な
み
ホ
ー
ル

第
26
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
青
少
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
28
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

鶴
見
公
会
堂
（
横
浜
市
）
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碩心 （せきしん）（ No. ４37）

平成 29 年  初 吟 会 平成29年１月14日（土）
於 葉山町福祉文化会館

懇親会 参加人数 145 名　　当番支部 篁風・やよい　　

悠々支部・飛行機を飛ばそう幸和支部・ケロポンズのエビカニクス

ハワイ音頭・真澄支部酔吟支部・大根踊り

悠吟支部・童謡

篁風支部・阿波踊り

東伏見支部・昴

神奈川誠吟会正副会長 滝の坂支部・合吟

平成 28 年秋季審査会・許証受証者
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１
月
14
日(
土) 

葉
山
福
祉
文
化
会
館
に
於
い
て
、

平
成
29
年
碩
心
会
初
吟
会
が
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部 

式
典　

年
頭
の
挨
拶
で
上
村
会
長
は
、「
80

周
年
記
念
式
典
の
行
わ
れ
る
年
に
あ
た
り
、
吟
技
の
向

上
、
会
員
の
増
加
、
会
員
相
互
の
融
和
と
共
に
、
詩
吟

を
楽
し
み
健
康
を
維
持
増
進
し
て
い
く
年
に
し
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
、
会
場
全
体
が
引
き
締
ま
っ
た
。

　

各
支
部
の
合
吟
は
そ
の
構
成
や
吟
声
に
、
日
頃
あ
ま

り
触
れ
る
機
会
が
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
意

気
込
み
溢
れ
る
吟
を
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

指
導
者
合
吟
、
招
待
者
吟
詠
、
顧
問
・
会
長
吟
詠
、

祝
舞
と
続
き
、
許
証
授
与
で
は
舞
台
に
並
ん
だ
28
年
10

月
１
日
付
昇
段
者
に
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

い
よ
い
よ
新
し
い
年
の
始
ま
り
と
い
う
緊
張
感
の
あ

る
式
典
で
あ
っ
た
。

　

第
二
部 

新
年
会　

大
会
議
室
に
並
ん
だ
１
５
０
名

ほ
ど
の
参
加
者
は
、
第
一
部
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
和
や
か
な
様
子
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
飲
み
物
や
ご
馳
走
に
も
、

担
当
支
部
の
細
か
い
心
配
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

祝
宴
の
余
興
各
支
部
の
出
し
物
は
力
作
揃
い
で
、
演

じ
る
側
も
見
る
側
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ

い
で
あ
っ
た
。そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
。全
員
で
輪
に
な
っ

て
踊
り
歌
い
宴
は
果
て
た
。
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
会

場
を
出
る
と
、
外
は
空
か
ら
の
祝
福
の
よ
う
に
雪
が

舞
っ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森　

晶
風

  

神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

紫
陽
花
支
部　

中
山 

辰
風

　

武
蔵
中
原
駅
を
出
た
途
端
に
長
蛇
の
列
、〈
エ
ポ
ッ

ク
な
か
は
ら
〉
の
開
場
を
待
ち
き
れ
な
い
吟
愛
好
者
の

列
が
あ
り
ま
し
た
。

　

修
礼
に
始
ま
り
、
独
吟
、
合
吟
、
連
吟
コ
ン
ク
ー
ル
、

来
賓
役
員
吟
、
構
成
吟
等
が
順
次
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

合
吟
で
は
女
性
が
〈
峨
眉
山
月
の
歌
〉、
男
性
は
神
奈

川
誠
吟
会
と
合
同
で
〈
爾
霊
山
〉
で
の
出
吟
で
し
た
が
、

そ
の
迫
力
は
碩
心
会
の
存
在
感
を
十
分
に
示
す
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。連
吟
コ
ン
ク
ー
ル
は
19
組
の
出
吟
の
中
、

伊
藤
、
北
本
、
中
谷
ご
３
人
が
〈
湘
夫
人
詠
〉
を
詩
情

豊
か
に
詠
じ
、
独
吟
で
は
伊
藤
岳
光
さ
ん
が
〈
山
中
問

答
〉
を
朗
々
と
詠
じ
あ
げ
ま
し
た
。
圧
巻
の
構
成
吟
で

は
、
上
村
会
長
、
有
友
副
会
長
、
行
谷
企
画
部
長
の

  
力
強
く
・
和
や
か
に

 　
　
　
　
　
　
碩
心
会
初
吟
会

　

平
成
28
年
11
月
23
日
（
水
）、
葉
山
町
福
祉
文
化
会

館
に
於
い
て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
連
合
は
平

成
19
年
４
月
に
相
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
４
認
可
団
体
で
結
成

し
、
以
来
10
年
、
相
携
え
て
吟
道
研
鑽
と
親
交
を
深
め

て
き
た
。
記
念
大
会
を
前
に
奇
し
く
も
「
相
州
岳
風
連

合
の
詩
」
の
作
者
、
宇
都
宮
岳
徳
氏
（
碩
心
会
参
与
）

の
訃
報
が
伝
え
ら
れ
、
修
礼
に
先
立
っ
て
黙
祷
を
捧
げ

て
開
会
。

　

出
吟
番
数
は
93
、
会
員
吟
詠
か
ら
始
ま
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
例
年
行
っ
て
い
る
年
齢
別
競
吟
に
代
え
て
構
成
吟

「
日
本
の
四
季
」（
春
、
夏
、
秋
、
冬
）
を
各
会
派
が
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
詠
い
、
舞
う
。
碩
心
会
は
和
歌
、

俳
諧
歌
、
俳
句
で
「
夏
」
の
季
節
感
を
豊
か
に
表
現
、

ご
当
地
葉
山
の
紹
介
―
「
葉
山
八
景
」
も
特
別
企
画
に

華
を
添
え
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
壇
上
に
構
成
吟
の
出
吟

者
と
満
席
の
会
員
が
一
体
と
な
っ
て
「
祝
賀
の
詞
」
の

大
合
吟
。
熱
気
は
ホ
ー
ル
に
溢
れ
４
０
０
余
名
の
吟
友

  

創
立
10
周
年
記
念

　
　
　
相
州
岳
風
連
合
吟
詠
大
会

は
気
持
ち
新
た
に

ま
た
次
の
一
歩
を

踏
み
出
す
。

　

こ
の
日
、
終
日
、

時
雨
れ
模
様
の
天

気
で
翌
日
は
11
月

の
初
雪
、
54
年
ぶ

り
の
記
録
と
か
。

　
　
　

 

常
盤 
仙
山

吟
詠
に
、
高
橋
、

磯
村
両
副
会
長
、

菊
池
、佐
藤
、森
、

中
村
、
町
田
の

皆
さ
ん
が
舞
う

〈
舟
艇
守
の
尺

八
〉
は
〝
純
忠

の
士
〟
を
体
現

す
る
調
べ
と
な

り
、
将
に
芸
術
！

万
雷
の
拍
手
が

止
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

神奈川岳風連合会吟詠大会

「さんさ祝唄」舞 髙橋岳之

碩心 （せきしん）（ No. ４37）
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29 年１月現在 会員数
 逗子地区 １１３名
 葉山地区 ８１名
 合　　計 １９４名

　

今
年
は
碩
心
会
創
立
80
周
年
記
念
の
輝
か
し
い
年
で
す
。

　

昭
和
12
年
、
松
井
岳
洋
先
生
の
命
名
に
よ
り
逗
子
で
誕
生

し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

編

集

後

記

　

新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の

　
　
　

今
日
降
る
雪
の

　
　
　
　
　

い
や
重し

け
吉よ
ご
と事

　
「
万
葉
集
」
に
て
大
伴
家
持
が
詠

む
よ
う
に
、
雪
が
降
り
積
も
る
よ
う

に
い
よ
い
よ
重
な
れ
よ
き
こ
と
よ
。

と
願
っ
た
元
日
で
し
た
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　

広
報
部

　

東
京
・
蒲
田
に
あ
る
東
京
実
業
高
校
に
て
、
９
月
30

日
に
酔
吟
支
部
で
は
体
験
教
室
を
開
催
し
た
。
対
象
の

高
校
生
は
、
華
道
・
茶
道
部
の
部
員
（
１
年
〜
３
年
男

女
15
名
）
で
、
日
頃
か
ら
日
本
文
化
を
学
ん
で
お
り
、

皆
伝
（
４
名
）

　

83
角
田
有
岳　
　

84
吉
原
益
岳　
　

85
佐
藤
夫
岳

　

86
髙
橋
陽
岳

九
段
（
２
名
）

　

74
今
井
桐
岳　
　

75
小
林
芳
岳

十
段
（
４
名
）

　

４
有
友
嘉
岳　
　

68
菊
地
捷
岳　
　

69
有
馬
昌
岳

　

70
菊
池
世
岳

総
伝
（
３
名
）

　

53
小
泉
岳
貴　
　

54
渡
邉
岳
香　
　

55
中
村
岳
紫　

昇
伝
段
位
認
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
１
月
１
日
付
）

  

高
校
で
詩
吟
体
験
教
室
を
開
催　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酔
吟
支
部　

大
塚 

洋
風

顧
問
も
国
語
科
の
教

員
で
、
私
共
の
誘
い

を
快
く
受
け
て
い
た

だ
い
た
。
そ
こ
で
、

数
回
の
打
ち
合
わ
せ

を
も
と
に
、
当
日
使

用
す
る
詩
文
集
を
カ

ラ
ー
で
作
成
し
、
漢

詩
や
和
歌
・
俳
句
な

ど
の
事
前
指
導
に
活

  
普
及
部
の
活
動
を
顧
み
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

普
及
副
部
長　

原
田 

岳
義

　

碩
心
会
会
員
の
皆
様
、
普
及
部
の
活
動
に
日
頃
よ
り

ご
協
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

普
及
部
は
現
在
、
正
副
部
長
３
名
で
詩
吟
体
験
教
室

（
レ
ッ
ツ
詩
吟
）
他
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
場

の
確
保
、
宣
伝
活
動
、
会
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ
等

で
す
。
諺
に
「
３
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
あ
る
よ

う
に
３
人
で
知
恵
を
絞
り
、
こ
れ
か
ら
の
詩
吟
普
及
活

動
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
碩
心
会
創
立
80
周
年
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
詩
吟
へ
の
想

い
や
愛
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
先
生
方
、

会
員
一
同
、同
じ
吟
道
を
歩
む
者
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、

会　員　の　う　ご　き
＊入会 ( 12 月 1 日付）
　195 宇

う じ た
治田 光

み つ よ
代（悠々）川崎市宮前区

　　　　紹介者　有友嘉岳

用
し
て
頂
い
た
。

　

当
日
は
、
正
師
範
行
谷
隆
岳
先
生
と
共
に
、
支
部
員

７
名
が
出
向
い
て
、
正
師
範
の
模
範
吟
か
ら
始
ま
り
、

支
部
員
が
独
吟
「
白
鳥
は
」、
連
吟
「
山
中
の
雲
」、
合

吟
「
不
識
庵
‥
」
と
い
ろ
い
ろ
な
吟
じ
方
を
、
解
説
を

加
え
な
が
ら
紹
介
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
吟
の
ビ
デ
オ

を
用
意
し
、
同
年
代
の
人
達
も
、
詩
吟
を
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
高
校
生
の
体
験
吟
と

し
て
「
富
士
山
」
を
一
緒
に
吟
じ
た
。

　

高
校
生
は
、
私
共
の
吟
に
、
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て

い
た
。
初
め
て
の
吟
で
あ
り
、大
き
な
声
を
出
す
に
は
、

残
念
な
が
ら
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
表
情
か
ら
は
、

今
回
の
体
験
教
室
が
、
彼
ら
の
心
に
響
く
も
の
が
あ
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

新
し
い
仲
間
を
増
や
し
、
よ
り
一
層
詩
吟
体
験
教
室
を

盛
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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